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受
賞
さ
れ
た
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
福
祉
推
進
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り （2）
　

第
２８
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
が
９
月
３
日（
土
）に
市

民
会
館
に
て
、御
殿
場
市
、御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
、御
殿

場
市
献
血
推
進
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、社
会
福
祉
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
方
、事
業
の
推

進
の
た
め
に
貴
重
な
金
品
の
御
寄
託
を
い
た
だ
い
た
方
、献
血

を
通
じ
て
治
療・医
療
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
皆

様
に
、表
彰
状・感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
･
順
不
同
）

 

個
人（
金
品
の
寄
付
者
）

　

芹
沢
眞
義

 

団
体（
金
品
の
寄
付
団
体
）

　

時
之
栖 

御
殿
場
高
原
協
会 

桜
の
礼
拝
堂

　

２
０
１
５
三
井
住
友
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ 

太
平
洋
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

　

東
静
岡
ヤ
ク
ル
ト
販
売 

株
式
会
社

　
一
般
社
団
法
人 

中
畑
愛
郷
会

　
一
般
社
団
法
人 

高
根
愛
郷
会

　
一
般
社
団
法
人 

印
野
郷
土
振
興
協
会

　
一
般
社
団
法
人 

御
殿
場
愛
郷
報
徳
社

　
一
般
社
団
法
人 

竈
報
徳
社

　

株
式
会
社 

勝
又
商
事

御
殿
場
市
長
感
謝
状

 
団
体（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
経
済
的
等
で
協
力
援
助
さ
れ
た
か
た
）

　

時
之
栖
区

　

御
殿
場
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
友
の
会　
　

　

大
雲
院

　
一
般
社
団
法
人 
玉
穂
報
徳
会

　

株
式
会
社 
時
之
栖

 

個
人（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
、労
力
的・経
済
的
等
で
協
力
援
助
さ
れ
た
か
た
）

　

小
宮
山
し
ま
子

　
社
会
福
祉
施
設・団
体（
役
員
10
年
以
上
職
員
15
年
以
上
勤
続
し
功
労
顕
著
で
あ
る
か
た
）

　

外
山
冨
士
子　

 

芹
沢
菊
江　

  

鈴
木
チ
エ
子　

木
村
孝
江

　

井
上
弘
代　
　

安
田
亜
紀　
　
井
村
弘
子　
　

 

大
場
祐
治

　

後
藤
千
鶴
子    

脇
由
起　
　

   

渡
邊
幸
子　
　

鈴
木
礼
乃

　

持
田
美
絵　
　

小
川
美
穂　

    

芹
澤
留
美
子　

中
西
祥
子    

   

榑
林
明
江

民
生
委
員
児
童
委
員（
在
職
10
年
以
上
で
功
労
顕
著
で
あ
る
か
た
）

　

辻　

光
子

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰  

団
体（
金
品
の
寄
付
団
体
）

　

一
般
社
団
法
人 

印
野
郷
土
振
興
協
会

    

竈
区 　

   
   

ス
ナ
ッ
ク
花 

吉
田
良
江

   

御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

　

琴
城
流
大
正
琴
愛
好
会 

三
島
支
部

　

報
徳
文
化
祭
実
行
委
員
会

　

福
井
堂 

株
式
会
社

　

大
和
建
設 

株
式
会
社

　

株
式
会
社 

ス
ズ
キ
総
業
・
株
式
会
社 

ス
ズ
キ
総
業
グ
ル
ー
プ 

　
一
般
社
団
法
人 

原
里
愛
郷
振
興
協
会

　
一
般
社
団
法
人 

高
根
愛
郷
会

　
一
般
社
団
法
人 

古
沢
共
和
会

　
一
般
社
団
法
人 

中
畑
愛
郷
会

 　
一
般
社
団
法
人 

竈
報
徳
社

　
一
般
社
団
法
人 

御
殿
場
愛
郷
報
徳
社

個
人（
金
品
の
寄
付
者
）

　

江
藤
エ
ミ　
　

芹
沢
久
子　
　

末
光
義
史　
　

勝
呂
正
彦

　

髙
橋
洋
子　
　
小
林
和
代

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
感
謝
状  

団
体（
献
血
推
進
に
積
極
的
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
団
体
）

　

御
殿
場
市
建
設
業
協
会

個
人（
150
回・200
回
、又
は
250
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
）

　

樺
沢
正
志　
　

福
田
勉　
　
　

原
田
仁
司      

設
楽
孝
幸

    

内
山
武
彦

　

個
人（
70
回
又
は
100
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
）

　

望
月
正
道　
　

鈴
木
晴
哉　
　

天
野
節
生　
　

島
和
明　

　

竹
迫
善
之　
　

山
下
征
士　
　

齋
藤
博
信     

藤
井
一
三

　

勝
又
正
仁　
　

髙
野
洋
二　
　

古
川
渡　
　
　

古
川
浩　

　

加
藤
満

御
殿
場
市
献
血
推
進
協
議
会
長
表
彰 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
28
回

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

社
会
福
協
議
会（
役
員
10
年
以
上
職
員
15
年
以
上
勤
続
し
功
労
顕
著
で
あ
る
か
た
）

　
宇
田
川
よ
し
子
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大
　
会
　
宣
　
言
　
　

　

当
日
は
、福
祉
活
動
の
あ
り
方
を
示
す
大
会
宣
言
が
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、家
族
や
地
域
の
あ
り
方
の
変

容
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等
に
よ
り
、家
庭
内
の
扶
養

機
能
や
地
域
で
の
相
互
扶
助
機
能
が
低
下
し
、地
域
で
の
生
活

課
題
は
多
様
化
か
つ
複
合
化
し
、深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、御
殿
場
市
で
は
住
民
と
行
政
が
協
働
し
た

活
動
や
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
等
に
よ
る
地
域
に
密
着
し
た

活
動
の
継
続
に
よ
り
、地
域
の
連
携
の
強
化
や
福
祉
の
充
実
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、人
と
人
の
絆
に
つ
い
て
考
え
、

福
祉
の
視
点
を
持
っ
て
顔
の
見
え
る
支
え
あ
い
を
再
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

第
２８
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、思
い

や
り
と
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け
て
、次
の

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

 

一
．　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
で
き
る
こ
と（
自
助・共
助
）に

　
　

取
り
組
み
ま
す

 

一
．　
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を   

　
　
　
推
進
し
ま
す

　
一
．　
地
域
福
祉
活
動
組
織
の
充
実
強
化
と
住
民
参
加・協
働

　
　

 

に
よ
る
活
動
を
推
進
し
ま
す　

  

一
．　
地
域
に
根
ざ
し
た
総
合
的
な
支
援
体
制
の
実
現
と
福
祉

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す

   
一
．　
福
祉
教
育
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
ま
す

福
祉
体
験
者
の
意
見
発
表 

　

　

当
日
は
、福
祉
教
育
実
践
校
指
定
校
の
児
童・生
徒
の
み
な

さ
ま
に
よ
る
多
彩
な
体
験
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「
原
里
小
の
福
祉
活
動

　
　
　
　
　の
取
り
組
み
」

原
里
小
学
校　

６
年  

日
比
野
百
花

６
年  

三
改
木
梨
乃

６
年  

鎌
田
紗
輝

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

「
根
っ
こ
隊
務
」と

　
　
　「
ヒ
ー
ロ
ー
隊
夢
」

玉
穂
小
学
校　

６
年  

内
海
妃
南

６
年  

松
本
愛
菜

６
年  

柴
原
杏
珠

６
年  

大
胡
田
怜
生

６
年  

西
山
昴
汰

「
福
祉
委
員
会
の
新
し
い

取
り
組
み
が
生
ん
だ
も
の
」

御
殿
場
中
学
校

3
年  

市
川
彩
花

3
年  

櫻
井
ひ
な
の

3
年  

長
嶋
ち
ひ
ろ

「
地
域
清
掃
活
動
」

御
殿
場
特
別
支
援
学
校

高
等
部

3
年  

勝
間
田
慶 

3
年  

勝
間
田
司

2
年  

土
屋
建
貴

2
年  

松
山
拓
武

大
き
な
声
で
！

「
伊
藤
さ
ん
た
ち
と

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
ア
イ
ス

　
　
を
つ
く
っ
た
よ
！
」

神
山
小
学
校

６
年  

伊
藤
澄
香

６
年  

大
上
夏
彩

小
学
生
福
祉
体
験
参
加
者　

個
人（
50
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
）

齋
藤
真
弓　
　
伊
藤
克
彦　
　
堀
井
保　
　
　
　
　
　

                                                                                                 

　

西
山
美
香　
　

渡
部
基
男      

福
原
一
美　
　 

湯
田
修
事

 

野
平
保
徳　
　

芹
澤
直
己　
　

根
上
正
信　
　

松
山
誠
一

　

瀬
戸
三
枝
子　

道
元
教
紀

御
殿
場
市
献
血
推
進
協
議
会
長
感
謝
状 

団
体（
金
品
の
寄
付
団
体
）

 

御
殿
場
市
福
祉
事
業
協
力
会

静
岡
県
共
同
募
金
会
長
感
謝
状

         

川
窪
祐
樹     



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り （4）

今年も実施　震災被災地支援
　義援金として来場者の皆様から総額9,266円をお寄せいただき、全額を熊本県へ送金させていただきました。

大活躍！原里中学校生
　今回のふれあい広場では、市立原里中学校の生徒お二人に、開会式等のステージプログラムの進行と出演者の招集
をお願いしました。
　福原千夏さん、青木ひなたさんのお二人が、はきはきとしたスムーズな司会で明るい雰囲気を作ってくれました。

ボランティアの皆様の協力で
　ふれあい広場は多くのボランティアの皆様に支えていただいています。
　今回も9人のボランティアの皆様に、抽選所の運営、福祉車両を使用した送迎や写真撮影等、様々な場面で協力をい
ただきました。
　また、参加54団体の皆様には、実行委員として催事の計画、運営や当日の駐車係を担当していただきました。

特別ゲスト「コマさん」と「コマじろう」がやってきた！
　“妖怪ウォッチ”の大人気キャラクター「コマさん」と「コマじろう」がふれあい広場にやってきました。あいにくの悪天
候のため、短い時間ではありましたが、たくさんの子ども達とふれあいました。
　この集いをきっかけに、訪れた大勢の子どもたちが、福祉に少しでも関心を持ち、未来の福祉の担い手となってくれる
ことを期待しています。

　「ふれあいの小さな手から大きな輪」のテーマを掲げて開催した「第33回御殿場市ふれあい広
場」は、昼前から激しい雷雨に見舞われ、予定時刻よりも早く終了しましたが、およそ5千人の皆様
のご来場をいただき盛大に楽しい催しが行われました。

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

　

平
成
28
年
度
静
岡
県
健
康
福
祉
大
会
が
10
月
7
日（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。                

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

　

平
成
28
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
が
11
月
11
日（
金
）に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。                  

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

  

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
労
働
組
合

　

大
橋
由
来
夫

　

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
　

　

静
岡
県
共
同
募
金
会
長
表
彰
　

　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
　

内
海　

良　

永
田
利
夫    
溝
口
や
よ
江　

 

小
宮
山
弘
子

山
本
貞
治

髙
村
秀
幸　
　

勝
又
そ
の　
　
勝
又
重
春

民
生
委
員
児
童
委
員

保
護
司

津
留
文
代　
　

野
田
智
美　

  

内
田
栄
子　

  

藤
森
洋
子

國
武
弘
子

法
人
役
員・事
業
所
従
事
者

社
会
福
祉
関
係
団
体
役
員・従
事
者

社
会
福
祉
法
人・社
会
福
祉
施
設
功
労
者

　

芹
澤
久
美　

 

川
口
恵
子　

 

山
本
由
紀
子　

 

山
内
剛

　

山
内
香
世
子
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このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

来年度もたくさんの方のご参加をお待ちしております☆

7月23日（土）24日（日）（全2回） 点字体験教室
　ベテラン点訳ボランティアを講師に、点字は視覚障害者の文字である
ことや点字の成り立ち、点字器の使い方を習い、実際に点字の読み書き
を学び、名刺を作成しました。
　また、会場である御殿場市民交流センター内の点字表記を探し読んだ
り、音声誘導を体験したりと楽しく充実した教室になりました。

　手話サークルわらじ友の会の皆様を講師に、聴覚障害者のコミュニ
ケーションのひとつとして手話があることを知り、指文字やあいさつの仕
方など学びました。
　受講最終日には、実際に聴覚障害の方と習得した手話を用いてコミュ
ニケーションをとり、交流を図りました。

10月5日～11月2日（毎水曜、全5回） ミニ手話体験教室

　ＮＨＫ 放送研修センター日本語センター金野正人氏を講師として、中級
講座を開催しました。今回は、中級者対象ということで、「街場の読書論」、
「吾輩は猫である」、「猿蟹合戦」などを作者の思いを音に、言葉の意味を
伝えながら、アクセントやイントネーション、間に気をつけながら読みまし
た。受講者からは、「何回読み込んでも満足する読みは出来ないので継続
する必要がある。」という感想が聞かれた。

8月25日（木）26日（金）（全2回） 朗読ボランティア養成講習会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
寄
付
は
、地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
〜
平
成
28
年
10
月

金
品
の
寄
付

物
品
の
寄
付

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

匿
名
11
件

　

匿
名
6
件

●
谷
口
完

●
御
殿
場
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

●
川
合
岩
雄

● 

一
般
社
団
法
人 

原
里
愛
郷
振
興
協
会

● 

一
般
社
団
法
人 

高
根
愛
郷
会

● 

一
般
社
団
法
人 

古
沢
共
和
会

● 

一
般
社
団
法
人 

玉
穂
報
徳
会

● 

一
般
社
団
法
人 

中
畑
愛
郷
会

● 

一
般
社
団
法
人 

竈
報
徳
社

● 

一
般
社
団
法
人 

御
殿
場
愛
郷
報
徳
社

● 

一
般
社
団
法
人 

印
野
郷
土
振
興
協
会

●
御
殿
場
西
高
等
学
校
保
護
者
会

●
御
殿
場
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
友
の
会

●
オ
カ
リ
ナ
の
会

●
仁
杉
区
公
民
館
活
動

●
大
雲
院

●
末
光
義
史

●
実
践
空
手
道
心
学
館

●
第
３４
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊

●
第
３４
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊

●
第
３４
普
通
科
連
隊
第
５
中
隊

●
第
３４
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊

●
長
田
英
徳

●
茱
萸
沢
下
区
手
作
り
の
会

●
ス
ナ
ッ
ク
花 

吉
田
良
江

●
御
殿
場
自
動
車
整
備
協
会

●
御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

●
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
静
岡
県
連
第
３３
団

●
大
坂
昭
和
会

●
時
之
栖
コ
ミ
セ
ン
祭
り　

●
平
成
２
年
度
新
橋
協
議
員
会

●
山
之
尻
区

●
御
殿
場
区

●
奥
村
勉　
　

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

●
髙
橋
洋
子

●
小
林
和
代
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12
月
１
日
か
ら
、共
同
募
金
運
動
の
一
環
と

し
て
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
支

援
を
必
要
と
す
る
方
々
が
、地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
展
開
す
る
も
の

で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
金
品
は
、配
分
審
査
会

の
決
定
に
基
づ
き
、民
生
児
童
委
員
さ
ん
な
ど

の
協
力
を
得
て
、経
済
的
に
支
援
が
必
要
な
家

庭
や
、市
内
の
小
規
模
授
産
施
設
、認
可
外
保

育
施
設
な
ど
へ
12
月
中
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、区
長
さ
ん
を
通
じ

て
の
戸
別
募
金
や
、職
場
や
学
校
に
お
き
ま
し

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、個
人
や
企
業・団
体
の
み
な
さ
ま
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
受
領
に
伺
い
ま
す
。

つながり ささえあう みんなの地域づくり
１２月１日から歳末たすけあい運動がはじまります

み
な
さ
ま
の
心
温
ま
る
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

運
動
期
間 

12
月
１
日
〜
31
日

平成27年度の実績
■経済的に支援を必要とされる家庭に
                   ２25世帯　３，771，０００円
■小規模授産所・無認可保育所の充実に
                        7施設　　770,000円
■元ハンセン病患者療養施設入所者自治会に
                           ２件      140,000円
■平成28年度共同募金資金
                             １，387，159円
                         合計　6，068，159円

平成２8年度目標額  61０万円
本年度もみなさまの心温まるご協力をお願いいたします。

　「障害者週間」は、国民の間に広く障がい福祉につ
いての理解と関心を高めるとともに、障がい者が社
会・経済・文化その他あらゆる分野の活動に、積極的に
参加する意欲を高めることを目的に設置されました。
　国際障害者デーの12月３日を起点として、12月９
日までの１週間に、様々な啓発活動が行われています。

12月３日～９日は

障害者週間です

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り （6）

福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ

募金

講演会

日　時 ： 平成28年12月7日（水）13時10分～15時
会　場 ： 小山町総合文化会館 菜の花ホール
入場料 ： 無料
講　師 ： 中野 佐世子（手話通訳士）
※現在は、NHK Eテレ「手話ニュース」のキャスターとして出演中

「心のバリアフリー」
     ～手のひらに言葉をのせて～

ボランティア相談 を行っています。
ボランティア活動に興味があるけれど、どんな活動があるのかわからない。
余興やお手伝いをしてくれるボランティアを探しているが、
どこへ相談したら良いかわからないなど。ぜひ、ご相談ください。

ボランティア担当職員による相談
●日時 ： 毎週月曜日から金曜日 8:3０～１７:１５（祝日・年末年始除く）　
●場所 ： 御殿場市民交流センター「ふじざくら」内 社会福祉協議会事務局

ボランティアコーディネーターによる相談
●日時 ： 毎週月曜日・水曜日 10:3０～１4:30（年末年始除く）　
　　　　毎月第2土曜日 　　　10:0０～１2:00（年末年始除く）　
●場所 ： 御殿場市民交流センター「ふじざくら」内 1階 市民活動室

電話 0550-70-6801 メール info@gosyakyo.jpでの相談も受け付けています。　


